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１．あいさつ 

【大前委員長】 

 

２．審査委員の紹介 

 

３．事業概要の説明【市民活動支援係主査】 

（１）制度の概要について 

 

（２）プレゼンテーションの進め方について 

 

４．公開審査会 

（１）審査会 

やりたいをカタチに支援事業補助金企画提案書の提出のあった

７事業の公開プレゼンテーションを行いました。 

以下質疑応答の内容です。 

 

〈町田佳聲顕彰会〉 

Ｑ１ 

町田佳聲を周知する方法として、萩原朔太郎や伊勢崎銘仙と関

連させて企画してもよいのではないか。紙芝居よりもパンフレッ

トの方が周知できるのではないか。 

 



 Ａ１ 

 萩原朔太郎や伊勢崎銘仙と関連させることについては検討して

いきたい。紙芝居については、子どもやミニデイなどで高齢者向

けに周知しやすい方法と認識している。 

 

〈NPO法人リンクフィールドプラス〉 

Ｑ１ 

ほかのスポーツ団体等との連携は考えているか。 

 

 Ａ１ 

 現在は野球の団体と連携をしている。この事業を軌道に乗せた

後に、ほかのスポーツ団体等との連携を考えていきたい。 

 

 Ｑ２ 

事業の名称に「伊勢崎」などの地名を入れることで、伊勢崎の

地域性のアピールに繋がると思うがどうか。 

 

 Ａ２ 

 検討させていただきたい。 

 

〈伊勢崎VYS〉 

 Ｑ１ 

 事業の参加者募集方法はどう考えているか。 

 

 Ａ１ 

 参加者募集のチラシを小学校などに配布しようと考えている。 

 

Ｑ２ 

 外国籍の子どもに参加してもらうために、外国籍の子どもと関

わりの深い団体に声掛けをしてみるのはどうか。 

 

 Ａ２ 

 検討させていただきたい。 

 

〈伊勢崎市高校生献血推進委員会〉 

 Ｑ１ 

 事業を継続していくために団体構成員の増加は必須だと思う

が、どのように考えているか。 

 

 Ａ１ 

 市内の高校生との繋がりを活用し、団体の構成員増加に努めた

い。 

 

 Ｑ２ 

 献血したくてもできない人、献血ができない人もいるので、そ

ういった方々への配慮も行い活動して欲しいと思うがどうか。 

 

 Ａ２ 

 そういった方々がいることを認識したうえで、献血ができる場

の提供をしていきたい。 



〈特定非営利活動法人太陽の色〉 

 Ｑ１ 

 継続的に事業を進めるために、資金の確保はどう考えている

か。 

 

Ａ１ 

 補助金の活用をする中で、企業等からの協賛金などで資金を確

保していきたいと考えている。 

 

 Ｑ２ 

 伊勢崎市には、ほかのユーススペースもあるが連携はしている

か。 

 

 Ａ２ 

 ほかのユーススペースがあることは、子どもの居場所として良

いことだと思う。連携をしていくことができればと考えている。 

 

 

〈地域マネジメント研究会〉 

 Ｑ１ 

 連携する企業とは、既にこの事業について話ができているの

か。 

 

 Ａ１ 

 既に話ができていて、事業計画について理解を得ている。 

 

〈伊勢崎若者会議〉 

 Ｑ１ 

 イベント出店者の募集はどのように考えているか。 

 

 Ａ１ 

 初めてのイベント開催となるので、個人的な繋がりを通して出

展者を募集している。また、インスタグラム等でも募集をしてい

きたいと考えている。 

 

 Ｑ２ 

 このイベントは若者だけではなく、高齢者なども巻き込める仕

掛けは考えているか。 

 

 Ａ２ 

 高齢者も楽しめそうな企画として、日本舞踊に関する出店を予

定している。 

 

５．閉会 

（１）講評【大前委員長】 

 

（２）連絡事項 

  事務連絡を行いました。 

 

 



◆ 審査結果 

 

（団体名）町田佳聲顕彰会 

（事業名）町田佳聲の偉業を知らせる 

 

（団体名）NPO法人リンクフィールドプラス 

（事業名）野球でつなぐ こどもの居場所 

 

（団体名）伊勢崎VYS 

（事業名）We make Halloween 

みんなで一緒にハロウィンをつくりだそう 

 

（団体名）伊勢崎市高校生献血推進委員会 

（事業名）伊勢崎市若者献血フェス 

 

（団体名）特定非営利活動法人太陽の色 

（事業名）ユースセンターFree’s(フリーズ) 

 

（団体名）地域マネジメント研究会 

（事業名）境島村お土産プロジェクト 

 

（団体名）伊勢崎若者会議 

（事業名）Palette(パレット) 

 

上記のとおり、７事業が補助対象事業として選定されました。 

 

以上 

 

 


